
2012年度手術症例 

• 対 象：2012年４月１日〜2013年３月３1日 

       （全身麻酔下の検査・処置症例を含む） 
 

• 総手術件数：３４０件 〔緊急：９２件（２７．１％）〕 

   

• 年齢分布 

  新生児 １８件 (  ５%)  

  乳  児 ６０件 (１８%) 

  幼  児（2〜5歳） １３０件 (３８%) 

  学  童（6〜15歳） １２０件 (３５%) 

  16歳以上 １２件 (  ４%) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2007年度の全麻下で行われた検査等を含めた手術件数は273件で，例年平均の345件を大きく下回る結果となりました。性別では男児161例，女児112例で，年齢分布は，新生児9例，乳児44例，幼児107例，学童91例，16歳以上が20例でした。



年間手術件数と年齢分布の推移 
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新生児症例 

疾患名 症例数 手 術（症例数） 

食道閉鎖症（C型） ２例 気管食道瘻切離、食道食道吻合術 

食道閉鎖症（C型)＋鎖肛 １例 気管食道瘻切離、食道食道吻合術、人 

  工肛門造設術 

腸回転異常症（逆回転）＋ １例 十二指腸十二指腸吻合 

 十二指腸閉鎖症 

空腸閉鎖症 １例 空腸吻合術 

横隔膜ヘルニア ２例 胸腹裂孔閉鎖術（２） 

胃破裂 １例 胃縫合術（１） 

  →NEC   壊死空腸切除、人工肛門造設術（１） 

Hypogenesis of ganglia １例 腸瘻造設術 

直腸肛門奇形 

  高位・中間位 ２例 人工肛門造設術（２） 

食道重複症 １例 重複腸管切除術 

卵巣嚢胞（出生前診断） １例 開窓術 



外鼠径ヘルニア、停留・移動精巣 

病  名 乳児 幼児 学童 計 
 
外鼠径ヘルニア １１ ２７ １３ ５１ 
 
停留・移動精巣 ０ １９ １ ２０ 
 
 
   計 １１ ４６ １４ ７１ 

＊：１８例は腹腔鏡下鼡径ヘルニア根治術 

＊ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
外鼠径ヘルニアは59例まで減少していました。停留精巣は19例，臍ヘルニアは2例で大きな変化ありません。
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年度別手術件数と鼠径ヘルニアの推移 
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胸・腹腔鏡（補助）下手術症例 
疾患名 手  術 症例数 
腹腔鏡（補助）下 
急性虫垂炎 腹腔鏡下虫垂切除術 ３８例 
腫瘤形成性虫垂炎 腹腔鏡下ドレナージ術 １例 

鼠径ヘルニア 腹腔鏡下鼡径ヘルニア根治術 １５例 
胆石症 腹腔鏡下胆嚢摘出術 １例 
卵巣捻転疑い 腹腔鏡下卵巣確認 １例 
胸腔鏡(補助）下 
漏斗胸 胸腔鏡補助下 
      胸骨挙上術（ナス法） ２例 
自然気胸（ブラ） 胸腔鏡補助下ブラ切除術 １例 

＊：Interval appendectomy １例 



胆道系疾患 

胆道拡張症 

 初回手術症例 

 年齢  性 手術術式 備考 

 ４M F 拡張胆管切除、肝管空腸吻合術 出生前診断症例 

 ５Y F 拡張胆管切除、肝管空腸吻合術 

胆道閉鎖症 

 初回手術症例 

 日齢 性 病型 手術 減黄 bile lake 術後 備考 

 ４７Ｄ M Ⅲ 葛西手術 ＋ － ９ヶ月 

 ８９Ｄ M Ⅲ 葛西手術 ＋ － ３ヶ月 来院時PT ０％ 

  
 消化管出血に対する治療を要した症例  

 年齢 性 検査  治療 

  ２Y  F 胃食道内視鏡６回 食道静脈瘤硬化療法６回 

  ６Y  F 胃食道内視鏡１回 食道静脈瘤硬化療法１回 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
胆道拡張症は，2例認め、共に拡張胆管切除、肝管空腸吻合術が行われました。



直腸肛門奇形 

 性 病型 手 術 （手術時年齢） 

1 女 低（肛門腟前庭瘻) 会陰式肛門形成術 （６M） 

2 男 低（肛門皮膚瘻)  人工肛門造設術 （０Ｄ） 

   会陰式肛門形成術 （５M） 

3 男 低（covered anal stenosis） 会陰式肛門形成術 （１Y） 

4 女 中（anal agenesis） 仙骨会陰式肛門形成術 （１０Ｍ）

  人工肛門閉鎖術 （１Ｙ） 

5 男 高（直腸尿道瘻) 人工肛門造設術 （０D） 

   腹仙骨会陰式肛門形成術 （７M) 

6 女 高（直腸総排泄腔瘻） 腹仙骨会陰式尿道、膣、肛門形成術 （１１Ｍ） 

7 女 高（直腸総排泄腔瘻） 腟内膿瘍ドレナージ術 （１８Ｙ） 

   会陰式膣形成術 （１８Ｙ） 



固形腫瘍 

 年齢 性 疾患名（原発部位） 手術 

1  2Y  女 神経芽細胞腫（右副腎） 腫瘍摘出術（生検、化学療法後） 

2  3Y  女 神経芽細胞腫（右副腎）  腫瘍生検 

3  9Y  男 縦隔神経節芽腫 腫瘍摘出術 

4  2Y  男 ウイルムス腫瘍（右腎） 腫瘍摘出術 

5  3Y  男 ウイルムス腫瘍 再発 腫瘍下大静脈合併切除、犠牲的肝右葉切除 

6  9Y  男 ウイルムス腫瘍（右腎） 腎部分切除術（Nephron sparing surgery) 

7  3Y  男 肝芽腫（PRETEXT IV）、肺転移 肺転移巣切除術 

8  12Y  男 肝芽腫、鎖肛術後 拡大肝右葉切除術  

9  12Y  男    後腹膜奇形腫 腫瘍摘出術 

10  6Y  女 成熟奇形腫（右卵巣） 卵巣腫瘍核出術 

11  1Y  男 infantile fibrosarcoma 再発 腫瘍摘出術（２回） 

12  2Y  男 横紋筋肉腫（骨盤部） 腫瘍摘出術 



 年齢 性 疾患名 手術 

１  5Y  女 結腸ポリープ 内視鏡的ポリープ切除術（2個） 

２  2Y 男  小腸ポリープ 小腸切除ポリープ合併切除端々吻合 

３  1Y 男  食道閉鎖症術後＋ 腕頭動脈切離術  

             気管軟化症   →気管喉頭分離術 

４  14Y  男 十二指腸潰瘍穿孔 大網充填、腹腔ドレナージ 

５ 10M  男 声門下嚢胞 嚢胞切除、気管切開術  

６   4Y  女 胃内異物(メダル） 内視鏡的摘出術 

７ 11Y  男 気管異物（歯） 気管異物除去術（直達鏡） 

８ 11Y  男 外傷（膵損傷） 腹腔ドレナージ術 

  

その他の疾患 



１歳10ヶ月 男児 

主訴：貧血 

現病歴 

 2011年 8月 ：近医小児科にて顔色不良を指摘 

    Hb 8.0g/dl、貧血に対して鉄剤投与開始 

 2012年 6月 ：Hb 10.0g/dlに改善し、鉄剤中止 

             10月 ：Hb  4.0g/dl、便潜血（＋＋） 

   →消化管出血を疑われ宮崎大学小児外科に紹介 

   →メッケルシンチグラムにて異常集積なし 

         11月 ：消化管出血の精査のため当科紹介 

      12月 ：上下部消化管内視鏡検査 

   →異常なし 

   同時にカプセル内視鏡を挿入 



カプセル内視鏡検査所見 

カプセル挿入後4時間で管腔内に突出する隆起性病変 



ＣＴ検査所見 



術中所見 



０生日 男児 
 
病 歴 
 2012.11.  8 ：羊水過多（＋） 
   （在胎33週）   
      11.19 ：胎児超音波検査にて 
 （在胎35週） 十二指腸閉鎖症を疑われる。 
      12.  6 ：ＮＶＤ，出生体重2356g  
  （在胎37週）  



上部消化管造影 注腸造影 



術中所見 



腎固形腫瘍 

ジャングルジムから転倒して腰痛を訴えて 
近医で撮影したＭＲＩで15mm大の右腎腫瘤を指摘される 



右腎下極腫瘍 

Wound  retractorを外側円錐筋膜にかけて視野を
確保 

IVC 

腎動脈 

腎動脈をクランプ 



腫瘍 

11番メスで腫瘍周囲皮膜を切離 

腎杯が開いたところは4-0PDSで連続縫合閉鎖 
血管からの出血部は4-0PDSでZ縫合で縫合止血する 
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